
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は平成72年に25,000人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,531人     
女性   16,251人    
合計   30,782人    
世帯   13,190世帯

(－31）
(－13）
(－44）
(－15）

人の動き
 （Ｈ29.3.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   5 月31日水    口座振替  5 月 25 日木

軽 自 動 車 税　　　　　　　　　　      　  全 期 

本年度、金婚式を迎える福居夫妻と坂本夫妻。半世紀を振り
返り、「ここまできました。ご苦労様と言いたいです」と話すのは
義紀さんです。その言葉に、「こんな私と一緒に50年間過ごして
くれて、ありがとうと言いたい」と八重子さんもほほ笑みます。一
方、「大きな夫婦げんかもなく、ここまでこれました。私が家を空
けているときも、文句を言わずフォローをしてくれて―。ありがと
う」と話すマスミさん。すると、「うちの夫婦は、よくけんかしたよ。
けんかしながら仲良く50年やってきたな」と坂本夫妻との違い
を義紀さんが話し、4人が笑います。
現在、「子どもも孫も元気ということが宝」だと話す壽榮明さ
ん。自身の健康にも気遣い、マスミさんと一緒に散歩したり、旅
行に行ったりしています。そんな坂本夫妻の話を聞いて、「私たち
も見習って、2人で歩くことを頑張りたい」と話す八重子さん。半
世紀という節目を迎えた今、これからも2人一緒に、健康で笑い
合って過ごすことができることを願っています。
2組の夫婦の間にある感謝の気持ちとお互いを気遣う気持
ち。これが50年間、笑顔で歩み続ける秘
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　本年度、町内で金婚式を迎えたご夫婦は 43組です。
町は、松前、北伊予、岡田の各校区の老人クラブ総会
に併せ、結婚 50 周年の金婚式を迎えたご夫婦を祝福。
岡本町長がお祝い状と記念品を贈りました。

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

memo

◉PROFILE
ゆだて・けいた　会社員。趣味はアウトドア。徳丸出身
ゆだて・りな　  パート。趣味はアウトドア。松山市出身
ゆだて・とわ　サッカーと筋トレを頑張っている。中1
ゆだて・かなた　サッカーと水泳を頑張っている。小 5
ゆだて・おうら　仮面ライダーが好き。夢は消防士か警察官。5歳

　徳丸に住む弓立さんファミリー。家族5人で元気いっぱいに
楽しい時間を過ごす仲良し家族です。
　アウトドアが趣味の計太さん。梨奈さんも、計太さんと出
掛けていくうちに「アウトドアにはまっていって」と話します。
キャンプやスノーボードに出掛ければ、計太さんが「いつもリー
ダーシップをとってくれる」とほほ笑む梨奈さん。個々の時間
も大切にしながら、アウトドアも楽しんでいると言います。
　両親の影響を受け、子どもたちもアウトドアが大好きです。
「スノーボードが楽しい」と話すのは、面倒見がいい永遠くんで
す。優しくて年下の子から好かれる遥大くんも「海で花火が楽し
かったから、またやりたい」と笑います。すると、愛嬌たっぷり
で近所のアイドルの央來くんが「バトミントンしたい」とにっこ
り。「庭でもできるじゃん」と、家族みんなの笑顔が生まれます。
　東予や高知県でのキャンプ、家族5人みんなでの県外初ス
ノーボード…弓立さんファミリーのやりたいことは盛りだくさ
ん。家族5人の楽しい思い出はまだまだ増えていきそうです。
　次回は、梨奈さんのお友達、村上優子さん＝中川原＝ファミ
リーをご紹介します。

弓立計太さん　 梨奈さん   
永遠くん   遥大くん   央來くん   （徳丸）

家 族 の き ず な

金婚式を迎えた 2組の夫婦を紹介
50 年  とこれから
私たちの

（写真左から）

福居  義紀 さん   Fukui  Yoshiki

福居  八重子 さん   Fukui  Yaeko

坂本  マスミ さん   Sakamoto  Masumi

坂本  壽榮明 さん   Sakamoto  Sueaki  

　北伊予小学校6年生の佐々木蓮くん。今年から 「えひめ愛
え

顔
がお

のジュニアアスリート」として、同年代のアスリートと切磋琢磨し
ています。
　「面白そうだった」と、この事業に応募したきっかけを話す蓮く
ん。「自分が頑張れるならやってもいい」という家族の後押しを得
て、選考を勝ち抜きメンバーに選ばれました。それから、月に数
回、練習に参加しています。
　「自分も頑張らないといけないなと感じます。腕を振ってもっ
と速く走れるようにしたい」
　同年代の子どもたちとの練習は、蓮くんにとって刺激のあるも
のとなっているようです。「うまくいかなくても、練習すればでき
る」というアスリート事業で学んだことを胸に、自身が所属する
サッカークラブの練習も頑張っていると言います。
　「『しんどい』より、『楽しい』の方が大きい」とアスリート事業で
の練習を話す蓮くん。これからも、常に前を見据えて心と技を磨
いていきます。

Kids 北伊予小 6年・神崎         佐
さ さ き

々木　蓮
れん

 くん    
「えひめ愛顔のジュニアアスリート」に選出頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
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